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平成 30年度 第７回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  平成 30年 10月 18日  午前９時 30分から 

 

場所  宍粟市役所 401会議室 
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第７回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

１ 開会・閉会の年月日時及び場所 

平成30年10月18日（木） 午前９時30分 ～ 午前10時15分 

兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地6 

宍粟市役所 401会議室 

 

２ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員 

教育委員  西岡章寿  教育長 片山繁樹  委員 

中山由香里 委員 前田純惠  委員 

金本一二  委員  

事務局 

山本信介  教育部次長 田路正幸  教育部次長 

進藤美穂  教育総務課長 

中尾善弘  こども未来課長 

世良繁信  学校教育課長 

西林文隆  施設整備課長 

原 真弓  社会教育文化財課長 池本雅彦  学校給食センター所長 

福元佳代  教育総務課副課長 

 

石垣統久  市民協働課副課長兼スポーツ推進室長 

 

  

  

３ 開会 

 西岡教育長が開会した。 

 

４ 会議の成立宣言 

 出席者数５名となり、西岡教育長が会議の成立を宣言した。 

 

５ 会議録署名委員の指名 

(1) 署名委員は、西岡教育長の指名により、次のとおり決定された。 

前田委員 

 

６ 前回会議録の承認 

平成30年度第６回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の定例教育委員会における協議事項、報告事項の会議録について、進藤教育総務課長が説

明し、承認された。 

 

７ 教育長報告 

次の４点について西岡教育長が報告した。 
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(1)幼保一元化推進状況について 

 戸原地区幼保一元化協議会、一宮北地区幼保一元化協議会において、それぞれ、保護者説明

会、また幼児教育保育部会等を開催し、開園に向けての具体的な調整を進めている。なお、平

成31年度のこども園の児童募集を10月号広報で行っている。募集の詳細については、後ほどこ

ども未来課長よりご説明させていただく。 

 

(2)千種小学校屋内運動場屋根改修工事の契約について 

去る 10 月３日、入札を執行した結果、契約額 26,352,000 円で八幡建設株式会社と工事契約

を締結した。工期は平成 31年１月 18日までとなっている。 

 

(3)西人教 人権教育実践発表会について 

 11 月 22 日（木）山崎西中学校区において西播磨地区人権教育研究協議会指定の人権教育実

践発表会（学校教育の部・本発表）を開催する。公開保育・授業を行い、全体会では保育士・教

諭による実践発表と三木市人権同和教育協議会副会長の春川政信氏を講師に招き、人権教育に

かかる講演を行う。委員の皆さんも時間がありましたらご参加ください。 

 

(4)その他 

  ９月 20日から 28日まで宍粟市の中学校生徒 10名と引率者３名がスクイム市を訪問し、無事

帰国した。今度は、スクイム市からの訪日団（引率４名、団員 10 名、計 14 名）が 10 月 12 日

（金）に宍粟市に到着し、10月 16日（火）までの５日間、ホームステイや学校訪問をし、交流

を図られ 16日に帰国した。 

 

８ 協議報告事項 

(1) 平成31年度幼稚園の児童募集について 

資料１「10月号広報 平成31年度市内幼稚園園児募集」により、進藤教育総務課長が報告し

た。 

 

(2) 平成31年度保育所・こども園の児童募集について 

資料２「10月号広報 平成31年度保育所・認定こども園（保育園部）園児を募集」により、

中尾こども未来課長が報告した。 

 

(3)平成31年度あずかり保育園・学童保育所の児童等募集について 

資料１「10月号広報 平成31年度あずかり保育・学童保育児童を募集」により、中尾こども

未来課長が報告した。 

 

(4)幼保一元化推進状況について 

  資料４「幼保一元化推進の状況」により、中尾こども未来課長が報告した。 

 

  (5)平成30年度学力向上の取組スケジュールについて 



4 

 

  資料５「平成30年度本市における学力向上の取組スケジュール」により、世良学校教育課長

が報告した。 

 

  (6)千種小学校屋内運動場屋根改修工事の契約概要について 

  資料６「千種小学校屋内運動場屋根改修工事概要」により、西林施設整備課長が報告した。 

 

  (7)学校給食における異物混入対応状況及び対策について 

  資料７「平成30年度学校給食センター異物混入状況及び対策（９月）」により、池本学校給

食センター所長が報告した。 

 

  (8)西人教地域指定人権教育実践発表会（学校教育の部）について 

  資料８「人権教育実践発表会（学校教育の部・本発表）のご案内」により、原社会教育文化

財課長が報告した。 

 

  (9)宍粟市美術展審査結果について 

  資料９「第14回宍粟市美術展入賞者」により、原社会教育文化財課長が報告した。 

 

  (10)ひょうご歴史文化フォーラムの開催について 

  資料10「播磨のたたら製鉄研究の新展開」により、原社会教育文化財課長が報告した。 

 

(11)第７回宍粟市ウォーキング大会について 

  資料11「第７回宍粟市ウォーキング大会」により、石垣市民協働課副課長兼スポーツ推進室

長が報告した。 

 

  (12) 宍粟市サッカー教室について 

  口頭にて、石垣市民協働課副課長兼スポーツ推進室長が報告した。 

 

  (13)宍粟市ロードレース大会申込状況について 

  資料12「宍粟市ロードレース大会参加申込者数」により、石垣市民協働課副課長兼スポーツ

推進室長が報告した。 

 

委員の主な意見及び事務局の説明 

（片山委員） 

学力向上の取組スケジュールについて、12 月の広報しそうで公表されるが、現時点で、学力・

学習調査の結果について、話せる範囲で教えていただきたい。 

（学校教育課長） 

 話せる範囲でお答えします。宍粟の子ども達の学力・学習調査、生活習慣調査について報告さ

せていただく。良い面については、保護者や地域の方々が学校へ参加している割合が、全国平均

より概ね 10 ポイント以上高い結果が出ている。宍粟の保護者や地域の方が足しげく学校に通っ
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ていただいているところは、１つ目の良い点である。２点目は、自尊感情が育っているという割

合が、全国平均値よりかなり高い。長年、宍粟で学校の先生方が取組んでいる自尊感情を育てる

取組み、或いは、家庭や地域で子ども達が大切に育てられている成果として挙げられると感じて

いる。逆に課題は、家庭学習の時間が少ない点である。学力的な数値で言うと、小学校の国語、

算数は全国平均正答率より低い。中学校は、昨年までは全国平均並み、または、平均を上回って

いたが、平成 30 年度は 2.5 ポイントほど全国平均値より低い結果になっている。ペーパーテスト

の平均正答率に関しては、今年度の成績は良くなかったという現状である。 

（金本委員） 

 今年度の重点課題に「話し合い学習」が授業に取り入れられているが、良いことだと思うが、

先生が授業を進められる上で、話し合い学習を進めることにより、授業の進み具合が遅れていく

ような心配はないのか教えていただきたい。 

（学校教育課長） 

 話し合い学習活動は、子ども達の話し合いの時間をとるので、授業の進み具合に多少影響はあ

るかもしれませんが、これは非常に重要な活動であると捉えている。学力だけでなく、いじめや

人間関係の改善についても、子ども達が自分の意見を言って、相手がそれを受け入れてくれると

いう体験が、すごく大事であると考えている。毎時間、毎時間、話し合い学習をするというわけ

ではない。導入できる場面で、なるべく導入していただくように先生方にはお願いしている。 

（前田委員） 

 家庭学習の時間が少ないということであるが、それは、宿題が増えるということにつながるの

か教えていただきたい。 

（学校教育課長） 

 宿題を増やすということではなく、次の授業は何をするのかを考えるような時間をつくる形を

提案したいと思っている。トータルでは、宿題は若干増えるかもしれないが、プリント的な宿題

を安易に増やさない工夫はしたいと思っている。 

（前田委員） 

 予習は、家庭に任せるのではなく、形式のようなものがあるのか教えていただきたい。 

（学校教育課長） 

 資料５の中ほどに「グランドルール」とあるが、これは、例えば、都道府県名の中で自分が一

番難しいと思った漢字を書いてきなさいとか、葉っぱを一枚もってきなさいとか、そういった課

題を羅列したものを先生方に使っていただく。家庭に考えていただくのではなく、課題について

は先生が出す形で、先生方にグランドルールという形で提案したいと思っている。 

（前田委員） 

 そういった宿題を保護者に見てもらうということなのか。例えば、見てもらえる環境にない子

どももいると思うので、そういった場合の対応はあるのか教えていただきたい。 

（学校教育課） 

 家庭で見ていただくのではなく、学校で授業に活かせるようなことを考えている。学校の授業

に関して、保護者や地域の方と子ども達の会話が弾むような工夫ができたらと考えている。 

（片山委員） 

 昨年度まで兵庫教育大学副学長の米田先生を中心に「しそう学力向上グランドルール」作りに



6 

 

関わったが、冊子、市町教委９月号にも掲載されているが、平均の正答率とか、各設問の正答率

に目が行きがちであるが、設問自体に学習指導の改善のメッセージが込められている。何のため

の学力調査なのかという部分で、他府県では結果を学校別に見ていくところもあるが、そうでは

なく市の児童生徒の学力の底上げをしていくことを考え、これまで基礎、基本の充実や分かりや

すい授業づくりに取組んでこられたことは、宍粟市として良いことであると思う。これからもそ

の取組みを継続していただきたい。大事なことは、学校が一体となり取組み、それを学校の中へ

浸透させていくことであり、その部分についても今後も頑張っていただきたいと思う。 

 

９ 次回会議の招集について 

平成30年11月14日（水）午前11時00分から、平成30年度第８回宍粟市教育委員会を開催すると

した。 

 

10 閉会 

 金本委員が閉会した。 

 

以上  午前 10時 15分終了 

 


